
 

 

   １    犬 山 市 の 概 要 

  

 犬山市は昭和２９年４月１日、愛知県丹羽郡犬山町、城東村、羽黒村、楽田村、池野村

の１町４村が合併し、全国で３６６番目、県下では１６番目の市として誕生しました。 

 現在、犬山市は国宝犬山城や国宝茶室如庵、犬山祭、木曽川うかいなど多くの歴史的・

文化的資源を持つ国内でも有数な観光文化都市です。  

歴史的遺産を災害から守り、安全で安心な住みよい市民生活を支えるため、消防本部、

消防署、消防団が設置されています。 

 

( 羽ばたく鵜 ) 

 

○犬山市の位置             

○犬山市消防本部（消防署）の位置 

○消防本部（消防署）の沿革 

○消防団の沿革 

○令和６年度主要行事実施表 
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犬 山 市 の 位 置 

 本市は、愛知県の最北端、東経１３６

度５７分、北緯３５度２３分に位置し、

市域の北側は木曽川を隔て岐阜県の各務

原市・坂祝町と接し、東側は岐阜県の可

児市・多治見市、南側は小牧市・春日井

市、西側は扶桑町・大口町とそれぞれ接

しています。 

 

 市の西部は濃尾平野の一部をなし、市

街地、農地、工業地として利用され、北

部及び東部の自然豊かな丘陵山林地帯

は木曽川を中心として、すばらしい山

川の調和美をみせ、飛騨木曽川国定公園

に指定されています。 

本市は、まちの将来像である「水と緑と伝統 みんなつながり みんなうるおう 豊か

さ実感都市 犬山」の実現を目指しています。 

 

 

（令和７年４月１日現在）  

面   積 人   口 世 帯 数 

７４．９０ 

平方キロメートル 
７１，０６７ 人 ３２，０４２ 世帯 
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犬山市消防本部（消防署）の位置 

犬山市消防本部 

消防署 
犬山市大字五郎丸字下前田１番地 

TEL 65-0119㈹ 

FAX 65-3127 

犬山市消防署北出張所 犬山市大字犬山字身打田１１番地５ 
TEL 61-0999 

FAX     〃 

犬山市消防署南出張所 犬山市大字羽黒新田字上島３８番地１５ 
TEL 68-0119 

FAX     〃 

E-mail 060100＠city.inuyama.lg.jp(消防本部 消防総務課) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五郎丸立
体交差点

犬山城

入鹿池

五条川

楽田駅

羽黒駅

犬山駅

犬山口駅

犬山遊園駅

富岡駅

善師野駅

国道41号清水I . C

国道41号

木曽川

尾張ﾊ゚ ｸーｳｴｲ

新
郷
瀬
川

郷瀬川

犬山C. C

ﾘﾄﾙﾜ ﾙーﾄﾞ

尾張富士

青塚古墳

大縣神社

中島池

南出張所 

北出張所 

消防本部・消防署 
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消防本部（消防署）の沿革 

年 月 日 項        目 

昭和 

 ３９． １．２３ 

 

消防本部（消防署）設置計画により庁舎起工 

  ３９． ５．２０ 同上庁舎竣工（犬山市大字犬山字高見町１５番地） 

  ３９． ６． １ 犬山市消防本部設置（職員８名、車両２台） 

 ３９．１０．２０ 犬山市消防署設置（職員１６名に増員） 

 ４０． ２． １ 岐阜県各務原市及び小牧市と消防相互応援協定締結 

 ４０． ４． １ 消防職員２４名 

消防本部及び消防署の設置について政令指定を受ける。 

 ４０．１１．１５ 救急業務を開始 

 ４１． ６． １ 消防無線局設置（基地局１、移動局２） 

 ４２． ５． １ 春日井市と消防相互応援協定締結 

 ４３． ８．１９ 飛騨川バス転落事故による遭難者捜索活動実施 

（９月１１日打ち切り） 

 ４３．１０．１１ 同上により、愛知・岐阜両県知事から感謝状を受ける。 

 ４４． ４． １ 江南市と消防相互応援協定締結 

 ４５． ２． ２ 消防機構を改革し、１本部（庶務、警防、予防、消防の４係） 

１署（第１、第２の２警備隊）制度として、本部専任職員を配置   

岐阜県可児町（現可児市）と消防相互応援協定締結 

 ４６． ４． １ 消防署用超短波無線局開設（ＦＭ １５０．１９ＭＨｚ） 

 ４６．１１． ６ 従来の短波無線局を廃止（基地局１、移動局７、携帯局３） 

気象観測施設の購入整備が完了し、同日より観測を開始 

 ４７． ６． １ 岐阜県可茂消防事務組合と消防相互応援協定締結 

 ４９． ９． １ 新庁舎（犬山市大字五郎丸字下前田１番地）へ移転 

 ４９．１１．２０ 消防機構の一部改正により従来の消防署を北出張所とした。 

 ５４．１１． １ 

 ５５． ３． ５ 

丹羽消防組合（現丹羽広域事務組合）と消防相互応援協定締結 

消防庁長官表彰（消防表彰規程により消防庁長官から竿頭綬を授

与され表彰を受ける。） 
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年 月 日 項        目 

  ５８． ３．２５ 

  ５８． ７． １ 

 ５８． ７．１８ 

 ５８．１０． １ 

 

 ５９．１０． 9～15 

 ６１． ４． １ 

 ６２． ２．２０ 

 

 ６３． ２．２０ 

 

 ６３． ３．２９ 

平成 

  ２． ４． １ 

  ３． ３． １ 

  ５． ２．１９ 

 

  ６． ２．２２ 

 

  ６． ４． １ 

  ６． ８． ３ 

 

    ７． １．18～22 

      ３． 4～20 

８．１２． ４ 

   

  ８．１２． ４  

９． ３．２４ 

 

消防本部車庫として鉄骨造２階建９５．６平方メートル  新築 

消防長専任となる。 

岐阜県多治見市と消防相互応援協定締結 

消防本部、署の機構改革を実施 

（消防本部４係、消防署に当直司令を置き、６係制とする。） 

常備消防発足２０周年記念行事実施 

消防本部、署の機構改革を実施（本部に庶務課を新設） 

消防本部（署、通信指令室）庁舎鉄骨造２階建９４．４平方 

メートル増築する。 

犬山市役所分庁舎に消防署北出張所（犬山市大字犬山字東古券 

３３４番地１）を移転し、常駐体制とし職員１３名を配置 

消防緊急情報システムⅡ型導入 

 

愛知県下広域消防相互応援協定締結 

災害弱者緊急通報システム運用開始 

救助資機材倉庫改築 

（鉄骨造２階建、延べ面積１０６．９２平方メートル） 

高規格救急自動車及び高度救命処置用資機材を購入、消防署に 

配置 

消防本部の機構改革を実施（予防課を新設） 

名古屋空港中華航空機墜落事故（平成６年４月２６日）の活動 

に対して運輸大臣から感謝状を授与される。 

阪神淡路大震災消防応援 
 

高規格救急自動車及び高度救命処置用資機材を購入、消防署に 

配置 

はしご自動車（３８メートル級）を購入、消防署に配置 

消防庁舎に食堂棟（鉄骨造１階建７０．０９平方メートル）及び救助 

資機材倉庫に同倉庫（鉄骨造１階３６．０平方メートル）を増築 
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年 月 日 項        目 

  ９． ４． １ 

 

  ９．１２．１８ 

 

 １０． ４． １ 

 

  １１． ３． ５ 

 １４． ３．２９ 

 

 １４． ４． １ 

 

１５．１２．１０ 

１６． １．２９ 

 

 

１６． ４． １ 

１６．１１． 1～6 

１７． ４． １ 

１８． ４． １ 

１８． ４． １ 

 

１８． ４． １ 

 

 

１９． ４． １ 

 

 

 

 

 

消防本部の機構改革を実施 

（予防課を予防防災課とし防災係を新設） 

高規格救急自動車及び高度救命処置用資機材を購入、保有台数 

が３台となる（消防署 ２台、北出張所 １台配置）。 

消防本部・署の機構改革を実施 

（係制を廃止しグループ制の導入） 

消防庁長官より表彰旗を授与され表彰を受ける。 

消防庁舎に通信指令室棟（鉄骨造２階建６８．９２平方メート 

ル）を増築し、消防緊急通信指令システム運用開始 

消防署の機構改革を実施 

（北出張所の署長補佐を常駐体制とし、職員１４名となる。） 

消防庁舎の耐震等改修工事を実施 

高規格救急自動車及び高度救命処置用資機材を購入、消防署北 

出張所に配置、保有台数が４台となる。 

（消防署３台（うち１台は非常用）、北出張所１台） 

予防防災課防災担当及び消防署に主幹を置く。 

新潟県中越地震消防応援 

市の機構改革により、防災事務を環境部交通防災課に移管 

市の機構改革により、防災事務を総務部総務課へ移管 

高規格救急自動車の配置を見直し、保有台数を３台とする。 

（消防署２台、北出張所１台） 

消防吏員の階級を「消防吏員の階級準則」（昭和３７年消防庁 

告示第６号）に適合させた（関係規則並びに規程の一部改正 

を実施）。 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）の一部改正により、吏 

員その他の職員が廃止されたことに伴い、犬山市職員定数条例 

を一部改正し、消防部局の職員定数を消防吏員７７名、その他 

の職員１名から、消防職員７９名とした。 
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年 月 日 項        目 

２０． ４． １ 

 

２０． ４． １ 

 

 

２１． ４． １ 

 

２２． ３．１０ 

２２． ７．15～16 

 

 

 

２３． ３. 13～16 

 

２３．  3.13～4.12 

 

２３． ４． １ 

 

 

２４． １．２７ 

２７． ９.  ２ 

２７．１１．２４ 

 

２８． ４． １ 

 

２８． ４． １ 

 

 

２９． ４． １

  

犬山市職員定数条例を一部改正し、消防部局の職員定数を９１ 

名とした。 

住宅用火災警報器・設備の義務化に伴い、高齢者世帯等一定の

条件を満たす弱者世帯に対して、設置に係る補助事業を開始し

た（期間、平成２３年度までの３年間）。  

消防本部の機構改革を実施（消防本部に救急通信課を新設及び

消防署の主幹に替え副署長(２名)を置く。） 

消防活動二輪車を２台購入、消防署本署に配置 

犬山市集中豪雨災害  

出動車両及び人員（消防本部２３台８５人、消防団６台６３人） 

避難勧告及び指示（１１地区１，６３５人） 

死者行方不明者（０人） 

東日本大震災緊急消防援助隊（消火隊）出動（宮城県亘理郡亘理

町消防本部） 計１回 

東日本大震災緊急消防援助隊（後方支援隊）出動（宮城県亘理郡

亘理町消防本部） 計９回 

消防署南出張所（犬山市大字羽黒新田字上島３８番地１５）を開

設、常時体制として職員１２名を配置。高規格救急自動車、化学

車各１台を配置 

消防ポンプ自動車１台購入、消防署本署に配置 

指揮車1台を購入、消防署本署に配置 

年中無休２４時間営業のコンビニエンスストアとＡＥＤ設置に関

する協定を締結（平成２７年１２月１日運用開始） 

消防本部の機構改革を実施 

（消防総務課、予防課、消防署の２課１署体制） 

尾張中北消防指令センターを開設し、６消防本部により通信業務

を共同化（犬山市、江南市、小牧市、岩倉市、丹羽広域事務組合、

西春日井広域事務組合） 

犬山市職員定数条例を一部改正し、消防部局の職員定数を９７ 

名とした。 
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 ３０． ７． 9～12 

 

３０．１０． １ 

３１． ４． １ 

 

令和 

３.   ２. ２４ 

 

  ３． ７. 13～16 

 

  ５． ４． １ 

 

 

  ６． １． 1～25 

 

  ６． １．10～12 

 

  ６.  ７.  １  

  ７.  ３. １９ 

平成３０年７月豪雨 緊急消防援助隊（消火隊）出動（岡山県 

倉敷市真備地区） 計１回 

消防署北出張所（犬山市大字犬山字身打田１１番地５）に移転 

犬山市職員定数条例を一部改正し、消防部局の職員定数を１０３

名とした。 

 

高規格救急自動車を１台購入、消防署本署に配置。４台体制とな

る。 

静岡県熱海市土石流災害 緊急消防援助隊（後方支援隊）出動（静

岡県熱海市）計１回 

犬山市職員定数条例を一部改正し、消防部局の職員定数を１２０

名とした。 

消防署企画調整担当に副署長を置く。 

令和６年能登半島地震 緊急消防援助隊（特殊装備隊）出動 

（石川県輪島市門前町）計８回 

令和６年能登半島地震 緊急消防援助隊（後方支援隊）出動 

（石川県輪島市門前町）計１回 

救助工作車を１台購入、消防署本署に配置。 

消防ポンプ自動車１台購入、消防署南出張所に配置 
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消 防 団 の 沿 革 

年 月 日 項        目 

昭和 

 ２３． ７． １ 

 

 ２９． ４． １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３１． ４． １ 

 

 ３１．１０． ５ 

 

 ３７． ４． １ 

 ３９．１０． １ 

 

 ４３． ３． ７ 

 ４３． ４．２３ 

４３． ５．２６ 

 

 

 ４３．１０．１１ 

 

 

消防組織法の施行により、警察から分離して犬山町消防団とな 

る。 

町村合併（犬山町、城東、羽黒、楽田、池野の４村）により、 

犬山市となり連合消防団を編成する。 

       犬山消防団長（副団長２名）１０個分団 

犬山市連合  城東消防団長（ 〃  １名） ５個分団 

消防団長   羽黒消防団長（ 〃 １名） ５個分団 

       楽田消防団長（ 〃 １名） ５個分団 

       池野消防団長（ 〃 １名） ２個分団 

 ２７個分団   消防ポンプ自動車    ３台 

（定員1,600名）  三輪ポンプ自動車    ４台 

         手引動力ポンプ自動車  ３台 

         小型ポンプ自動車   １９台 

                   計２９台 

連合消防団制を廃止して、１消防団２７個分団（５４６名）と 

する。 

成績優秀団として、愛知県知事から表彰旗を授与され表彰を受 

ける。 

消防団員の定員を５４６名から４３２名とする。 

消防本部（署）の設置に伴い、消防団の機動化を図るため、１ 

消防団、６個分団、定員を４３２名から１６８名に再編成した。 

日本消防協会長から団旗竿頭綬を授与され表彰を受ける。 

全国防災会長から防災功労消防団として表彰を受ける。 

尾張水害予防組合管理者から昭和４２年７月豪雨の際、水害活 

動が極めて顕著なものとして第１水防団（犬山市消防団）が表 

彰を受ける。 

愛知･岐阜両県知事から飛騨川バス転落事故の発生に対し､その 

活動が極めて顕著なものとして感謝状を受ける。 
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年 月 日 項        目 

 ４４． ８． ２ 

 

 ４４．１１． ９ 

 

 ４５． ７．２３ 

 

 ４６．１２．２０ 

 

 ４８．１０． ６ 

 ４９． ８． ２ 

 

 ５０． ８． ６ 

 

 ５１．１２． ３ 

 

 ５４． ３．３１ 

 

 ５４． ５． ９ 

 

 ５４． ８． ３ 

 

 ５４．１２．２７ 

 

５５． ３． ５ 

 

５５． ５．２０ 

５６． ３．２７ 

 

 

第１４回愛知県消防操法大会において、消防ポンプ自動車操法 

の部に入賞する（代表第２分団）。 

愛知県知事から愛知県消防及び水防表彰規則により、成績優秀 

として竿頭綬を授与され表彰を受ける。 

第１５回愛知県消防操法大会において、消防ポンプ自動車操法 

の部に入賞する（代表第３分団）。 

都市計画事業により、新築移転中の第１分団車庫が完成（軽量 

鉄骨造平屋建、建築面積３２．４０平方メートル） 

無線受令機を消防団長及び各６個分団に設置 

第１９回愛知県消防操法大会において、消防ポンプ自動車操法 

の部に準優勝する（代表第１分団）。 

第２０回愛知県消防操法大会において、消防ポンプ自動車操法 

の部に入賞する（代表第２分団）。 

愛知県知事から県下消防団の模範として、表彰旗を授与され表 

彰を受ける。 

第６分団の車庫を廃止し地域防災の拠点とするため、鉄骨造２ 

階建（延べ面積４８．０平方メートル）を新築移転した。 

楽田出張所の新改築にあわせ、第５分団車庫（鉄筋コンクリー 

ト造）を併設する。 

第２４回愛知県消防操法大会において、消防ポンプ自動車操法 

の部に入賞する（代表第１分団）。 

第２分団車庫兼詰所鉄骨造２階建 

（延べ面積６４．０２平方メートル）竣工 

消防表彰規定により、消防庁長官から竿頭綬を授与され表彰を 

受ける。 

消防団長 木納 茂氏藍綬褒章受賞 

第３分団車庫兼詰所鉄骨造２階建 

（延べ面積７７．４４平方メートル）竣工 
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年 月 日 項        目 

 ５６． ８．１１ 

 

 ５７． ３．２７ 

 

 ５７． ８． ８ 

 

 ５８． ３． ９ 

 

 ５９． ７．３１ 

 

 ５９．１１． ３ 

 ６０． ７．２４ 

 

  ６１．１１．１６ 

 

  ６２． ５．２４ 

  ６２． ７．２９ 

 

  ６３．１１． ３ 

平成 

  元． ５． ８ 

    ３． ９．１１ 

 

６． ７．２７ 

 

    ８． ７．１６ 

 

１１． ３． ５ 

第２６回愛知県消防操法大会において、消防ポンプ自動車操法 

の部に入賞する（代表第３分団）。 

第４分団車庫兼詰所鉄骨造２階建 

（延べ面積７７．４４平方メートル）竣工 

第２７回愛知県消防操法大会において、消防ポンプ自動車操法 

の部に入賞する（代表第４分団）。 

第１分団車庫兼詰所鉄骨造２階建 

（延べ面積７８．３４平方メートル）竣工 

第２９回愛知県消防操法大会において、消防ポンプ自動車操法 

の部に入賞する（代表第１分団）。 

消防団長 河村 静雄氏叙勲（勲六等瑞宝章） 

第３０回愛知県消防操法大会において、消防ポンプ自動車操法 

の部に入賞する（代表第２分団）。 

愛知県消防協会長から消防団の模範として功績旗を授与され表 

彰を受ける。 

観閲式において、階梯操法を披露した。 

第３２回愛知県消防操法大会において、消防ポンプ自動車操法 

の部に入賞する（代表第４分団）。 

前消防団長 布目 功氏叙勲（勲六等單光旭日章） 

 

各分団車庫に電話設備設置 

元消防団長 故木納 茂氏叙位・叙勲 

（従六位・勲五等双光旭日章） 

第３９回愛知県消防操法大会において、消防ポンプ自動車操法 

の部に入賞する（代表第１分団）。 

第４１回愛知県消防操法大会において、消防ポンプ自動車操法 

の部に入賞する（代表第３分団）。 

消防庁長官より表彰旗を授与され表彰を受ける。 
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年 月 日 項        目 

１１． ７．１７ 

 

 １２． ７．２９ 

 

 １２．１１．２８ 

 

 １３． ９． １ 

 

 １４． ５．１４ 

 １４． ６．２０ 

１４． ８． ８ 

 

 

１６． ８． ７ 

 

１７． ７．２３ 

 

１８．１１． ７ 

 

１９． ３．１２ 

 

１９． ７．１６ 

 

２０． ７．１４ 

 

２１． ８．１０ 

 

２２． ７．２４ 

 

 

第４４回愛知県消防操法大会において、消防ポンプ自動車操法 

の部に入賞する（代表第１分団）。 

第４５回愛知県消防操法大会において、消防ポンプ自動車操法 

の部に入賞する（代表第２分団）。 

東海豪雨の活動に対し、第１水防団（犬山市消防団）が建設大 

臣より表彰を受ける。 

東海豪雨の活動に対し、第１水防団（犬山市消防団）が内閣総 

理大臣より表彰を受ける。 

消防団長 伊藤 敏彦氏藍綬褒章受賞 

消防団長 故伊藤 敏彦氏叙勲（勲五等瑞宝章） 

平成１４年４月５日に発生した岐阜県岐阜市・各務原市・関市 

にわたる林野火災での消火活動に対し、岐阜県知事より感謝状 

を受ける。 

第４９回愛知県消防操法大会において、消防ポンプ自動車操法 

の部に入賞する（代表第１分団）。 

第５０回愛知県消防操法大会において、消防ポンプ自動車操法 

の部に入賞する（代表第２分団）。 

愛知県表彰条例により、愛知県知事から県下消防団の模範とし 

て、表彰旗を授与され表彰を受ける。 

第１分団車庫兼詰所の改修工事をまちづくり交付金の補助を受 

け実施 

第５２回愛知県消防操法大会において、消防ポンプ自動車操法 

の部に入賞する（代表第４分団）。 

消防団車庫（第１分団～第６分団）６ヶ所にＡＥＤ（自動体外 

式除細動器）を設置した。 

第５４回愛知県消防操法大会において、消防ポンプ自動車操法 

の部に入賞する（代表第１分団）。 

第５５回愛知県消防操法大会において、消防ポンプ自動車操法 

の部に入賞する（代表第２分団）。 
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年 月 日 項        目 

  ２３． ７．１６ 

 

 ２３．１１． ３ 

 ２４． ７．２１ 

 

 ２５．１１． １ 

 

 ２５．１２．２６ 

 ２６． ８． ９ 

 

 ２７． ４． １ 

 ２７． ８． ８ 

 

 ２７．１１． １ 

 ２８． ３． ６ 

 ２９． ８． ５ 

 

令和 

  元． ５．２４ 

  元． ７. ２０ 

 

  ５． ４．２９ 

  ５． ５．３１ 

 

  ６． ４． １ 

  ６． ７．２０ 

第５６回愛知県消防操法大会において、消防ポンプ自動車操法 

の部に入賞する（代表第３分団）。 

前消防団長 浅野 進氏叙勲（瑞宝単光章） 

第５７回愛知県消防操法大会において、消防ポンプ自動車操法 

の部に入賞する（代表第４分団）。 

愛知県消防及び水防表彰規則により、愛知県知事から竿頭綬を 

授与され表彰を受ける。 

第１、２、３、４分団車庫耐震工事 竣工 

第５９回愛知県消防操法大会において、消防ポンプ自動車操法 

の部に入賞する（代表第１分団）。 

定員を１６８名から１７８名とし、女性消防団員が入団する。 

第６０回愛知県消防操法大会において、消防ポンプ自動車操法 

の部に入賞する（代表第２分団）。 

愛知県消防協会長から特別功績旗を授与され表彰を受ける。 

消防庁長官から、消防団等地域活動表彰を受ける。 

第６２回愛知県消防操法大会において、消防ポンプ自動車操法 

の部に入賞する（代表第４分団）。 

 

前消防団長 齊木 正文氏叙勲（瑞宝双光章）。 

第６４回愛知県消防操法大会において、消防ポンプ自動車操法 

の部に準優勝する（第１分団）。 

前消防団長 長瀬 昭二氏叙勲（瑞宝双光章）。 

第５分団車庫兼詰所鉄骨造２階建 

（延べ面積７５．４４平方メートル）竣工 

女性分団に分団長、副分団長を置く。 

第６９回愛知県消防操法大会において、消防ポンプ自動車操法 

の部に入賞する（代表第４分団）。 
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令和６年度主要行事実施表 

 

４月    1日  消防団員辞令交付式（消防本部） 

   新入消防団員教養訓練（消防本部） 

6,7日  春の犬山お城まつり警備（犬山城前広場、本町交差点針綱神社前） 

     22,23日  甲乙同時防火管理講習（犬山市民交流センター フロイデ） 

５月   19日  消防団観閲式（するすみふれあい広場） 

22,23日    土砂災害対応訓練（株式会社丹羽由 入鹿事業所） 

26日  愛知県尾張水害予防組合水防防災訓練（犬山市） 

６月     1日  消防活動二輪車実技研修（江南自動車学校） 

2～8日  危険物安全週間 

3,10日  安全運転研修会（加茂自動車学校） 

5日  消防スタートアップ研修 

7日  保安マネジメント研修 

29日  丹葉地区消防団連合会合同操法訓練会（扶桑町） 

７月    11日  第52回消防救助技術東海地区指導会（三重県） 

20日  第69回愛知県消防操法大会（日進市） 

８月     1日  少年消防クラブ員県消防学校一日入校 

4日  石上げ祭消防団警備 

6日,26日  名古屋市消防航空隊合同水難救助訓練 

９月   5日,6日  ３消防本部（犬山、可茂、各務原）合同潜水訓練（飛騨川） 

  8～14日  救急医療週間 

     8,9日    上級救命講習（消防本部） 

29日  令和6年度犬山市消防団操法大会 

１０月   16日  消火技術競練会（リトルワールド第３駐車場） 

17日  緊急消防援助隊愛知県大隊合同訓練（三重県桑名市） 

１１月  9～15日  秋季全国火災予防運動 

10日  犬山市総合防災訓練及び救急広場（犬山西学校） 

15日  尾張地区消防連絡協議会研修会（春日井市） 

15日  危険物防火安全協会現地体験学習 
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１２月  21,22日  緊急消防援助隊中部ブロック合同訓練（三重県鈴鹿市） 

29,30日    消防年末夜警 

１月   19日  消防出初式 （南部公民館講堂・するすみふれあい広場） 

21日  文化財防火デーに伴う消防合同訓練（犬山城） 

        27日  文化財防火デーに伴う消防合同訓練（明治村）  

29日  文化財防火デーに伴う消防合同訓練（有楽苑）  

    尾張東部五市消防連絡協議会研修会（尾張旭市） 

30日  愛知県警防技術交換会（名古屋市） 

２月   2,3日    第２回上級救命講習（消防本部） 

4～17日  高齢者住宅防火診断 

     9日  消防職員研修（消防本部） 

      16日  犬山市消防団防災意識向上プロジェクト（南部公民館講堂） 

３月  1～7日  春季全国火災予防運動 

        6日  救急技術発表会（消防本部） 


